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校 長室 よ り

「 校 門 」 の 存 在 を 意 識 し よ う！

仁賀 保 高 校 生は 、 毎 朝 校門 を 通 過し て 校 庭 を進 み 、 生 徒玄 関 か ら 教室 に 向 かい ま す 。 そ
し て放 課 後 、 校門 を 出 て 自宅 に 帰 りま す 。 「 校門 （ 正 門 ）」 は 、 毎 日生 徒 や 教職 員 を 待 ち
構 え、 見 送 っ てい る の で す。

世の 中 に は 「境 界 」 が 至る と こ ろに あ り ま す。 国 境 や 県境 、 自 宅 と隣 家 の 敷地 の 境 な ど
日 常生 活 に 「 境界 」 は あ ふれ て い ます 。 私 た ちは 、 「 区 別」 す る た めに 「 線 」を 引 き 、 境
界 の内 と 外 を 意識 し て 生 活し て い ます 。

「正 門 」 の 外側 に 、 校 長名 で 立 看板 が 二 つ あり ま す 。 一つ 目 は 「 生徒 の 送 迎の た め の 車
の 出入 り を 禁 ずる 」 。 も う一 つ は 、「 校 地 ・ 校舎 内 は 禁 煙で す の で ご協 力 く ださ る よ う に
お 願い し ま す 」と い う 看 板で す 。 生徒 と 保 護 者の み な さ んは 、 一 つ 目の 指 示 を誠 実 に 守 り、
校 門か ら 校 地 内に 自 動 車 で進 入 す るこ と を 自 粛し て い ま す。

「校 門 （ 正 門） 」 は 、 内と 外 を 隔て て い る 境界 を 唯 一 越え て 行 き 来が で き る特 別 な 場 所
な ので す 。 生 徒の み な さ んは 、 登 校時 に 「 校 門」 を 通 過 する 際 、 何 か意 識 し てい ま す か ？

「 今 日も 一 日 学 校生 活 が 楽し く あ り ます よ う に 」と 念 じ て 入っ て く る生 徒 は い ます か ？

「 学 びの 場 」 で ある 学 校 に足 を 踏 み 入れ る 時 、 一瞬 で も か まい ま せ ん。 身 も 心 も立 ち 止 ま
っ て考 え て み てく だ さ い 。

「 学 びを 通 し て 、自 分 自 身が 成 長 す る場 」 「 楽 なこ と だ け を求 め ず 、難 し い こ とに チ ャ レ
ン ジし 、 頑 張 る自 分 を 褒 めて く れ る場 」 な ど 、前 向 き な 気持 ち に な るこ と で 、学 校 は 光 輝
く 空間 に な り ます 。 登 校 時に 一 人 ひと り が 、 自分 の 気 持 ちを 整 理 し て校 門 を 通過 し ま し ょ
う 。放 課 後 に 校門 を 出 る とき も 、 今日 の 自 分 はど う だ っ たか 、 必 ず 振り 返 り まし ょ う 。 校
門 を、 「 人 間 の気 持 ち を 整え る 場 」と 考 え て くだ さ い 。

学 習 指 導 強 化 月 間 （ 11月 12日 ～ 12月 11日 ） を 活 用 し て 自 分 を 鍛 え よ う ！

令和 元 年 度 仁賀 保 高 校 では 、 「 他者 と の か かわ り で 気 づい た こ と を自 ら の 言葉 （ 身 体 ・
道 具等 ） で 表 現す る 」 こ とを 目 標 に授 業 を 行 って い ま す 。こ の 期 間 中、 １ ２ 月４ 日 （ 水 ）
に は公 開 授 業 研修 会 が 予 定さ れ て いま す 。

生徒 が 目 標 を達 成 で き るよ う に 、先 生 方 に は五 つ の ポ イン ト を 示 し、 指 導 する よ う に お
願 いし て き ま した 。 今 回 は、 こ の ポイ ン ト を 確認 し て 、 みな さ ん の 学習 が 主 体的 で 対 話 的、
か つ深 い 学 び に結 び つ く よう に 期 待し て い ま す。

① 「 目標 の 焦 点 化」 生 徒 にど ん な 力 を付 け さ せ たい か ?生徒 が ど ん な変 容 を 見せ る か ？
② 「 見通 し の フ ロー 化 」 生徒 に 授 業 の見 通 し を 示し 、 安 心 感を 持 た せる 。
③ 「 思考 の 見 え る化 」 文 章を 書 か せ るこ と を 通 して 思 考 の 訓練 を 促 す。
④ 「 ２人 か ４ 人 でア ク テ ィブ ラ ー ニ ング 」 ３ 人 でも Ｏ Ｋ 。 授業 に 参 加し て 各 自 が能 動 的
にな る 。

⑤ 「 アイ コ ン タ クト で 聞 く姿 勢 を 保 つ」 話 す 人 の方 を し っ かり 見 て 聞く 姿 勢 を 整え る こ
とは 、 道 徳 教育 の 基 本 であ る 。

生徒 の み な さん が 、 中 学校 時 代 より 主 体 的 で対 話 的 に 授業 に 取 り 組め て い れば う れ し い
で す。 今 日 の 自分 よ り 一 歩前 進 し 、意 欲 的 に 学習 す る 生 徒に な っ て くだ さ い 。

仁 高 生 よ 、 文 武 の 道 を い そ し ま む ！

★ ア イ コ ンタ ク ト （ ｉ con t act） を 心 がけ て く だ さい 。 目 と 目で 通 じ 合い 、 face
to face で 向 き 合 いな が ら 、「 考 え な がら 行 動 す る」 笑 顔 の 素敵 な 人 間た れ ！

★ メ モ を とる 習 慣 を 確立 し ま しょ う 。 生 徒手 帳 を フ ル活 用 し て くだ さ い 。メ モ を と
る 習 慣 は 、将 来 必 ず 役に 立 ち ます 。

★ 意 識 力 ＝意 思 ・ 意 志（ 瞬 間 ）＋ 気 力 （ 持続 ） で す 。意 識 力 を 育成 す る こと で 、 学
ぶ 力 が 増 幅し ま す 。 考え た こ とを 継 続 し てや り 抜 き まし ょ う 。

★ Ｇ Ｔ Ｈ は、 「 疑 問 →探 究 → 発見 」 と い う学 び の 方 程式 で す 。

★ 「 自 己 有用 感 」 を 高め て く ださ い 。 そ のた め に あ なた は 何 に 挑戦 し ま すか ?
自 分 が 誰か の 役 に たつ た め には 、 感 謝 の心 と 自 己 肯定 感 を 持 つこ と が 大切 で す ！


